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将来予測に関する注意事項

この資料に記載されている当社の現在の計画、見通し、戦略、確信は、将来の業績に
関する見通しです。これらの記述は、現時点で入手可能な情報から得られた当社の経
営者の判断に基づいています。従って、これら業績見通しに全面的に依拠することは
お控え願います。様々な重要な要素により、実際の業績はこれら業績見通しと異なる
可能性があります。

本資料に含まれる業績については、監査法人による会計監査を受けておりません。
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業績の概要

3



第55期（2016年３月期）第２四半期損益計算書

4 第55期（2016年３月期）第２四半期
主な製品の売上高伸び額

第55期（2016年３月期）
四半期別売上高伸び額の内訳

単位：百万円

切捨て

15.3

54期2Q実績

16.3

55期2Q実績
前年比

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

売 上 高 17,237 17,652 415 102.4%

営 業 利 益 4,075 23.6% 4,383 24.8% 307 107.6%

経 常 利 益 4,227 24.5% 4,467 25.3% 240 105.7%

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益
2,792 16.2% 3,035 17.2% 242 108.7%

Ｅ Ｐ Ｓ 177.56円 193.00円
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55期第2四半期伸び額

キット合計586 （単位：百万円、端数切捨て）

（14.3期） （15.3期） （16.3期）
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第55期（2016年３月期）第２四半期損益計算書
（単位：手術数） （単位：契約件数）

*契約病院数は55期２Q末現在の状況

オペラマスター契約の件数と手術件数推移 第55期（2016年３月期）第２四半期 ポイント

単位：百万円

切捨て

15.3

54期2Q実績

16.3

55期2Q実績
前年比

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

売 上 高 17,237 17,652 415 102.4%

営 業 利 益 4,075 23.6% 4,383 24.8% 307 107.6%

経 常 利 益 4,227 24.5% 4,467 25.3% 240 105.7%

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益
2,792 16.2% 3,035 17.2% 242 108.7%

Ｅ Ｐ Ｓ 177.56円 193.00円
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契約件数

 手術件数の推移は、回復方向へ

 オペラマスター契約施設数は、上期で新規契約
数が16件、解約が３件（１Q:11件、２Q：５件）

 手術管理システム ３施設で契約立上げ中

 ＥＭＡＲＯが８月に上市 10月末まで臨床評価

 新工場建屋が８月に完成



通期見通しについて
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第55期（2016年３月期）損益計算書 55期実施の施策

単位：百万円

切捨て

15.3

54期実績

16.3

55期計画
前年比

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

売 上 高 35,233 37,100 1,866 105.3%

営 業 利 益 8,505 24.1% 8,290 22.3% △215 97.5%

経 常 利 益 8,768 24.9% 8,420 22.7% △348 96.0%

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 5,659 16.1% 5,500 14.8% △159 97.2%

Ｅ Ｐ Ｓ 359.81円 349.68円

• 為替の影響や新工場償却による原価の高騰

• 中期的に売上構成を変更

• 新工場建屋の完成、生産設備据付け中

• プレミアムキット製品のテスト運用を下期から開始

• 次世代の柱になる新製品と内製化の開発強化

• P.T.HOGY INDONESIAの生産性改善

 材料の管理から、生産性の改善へ自動化推進

 インドネシア国内の販売強化

• 上期「増収増益」、下期「増収減益」計画

• 既存製品と新製品で増収

• ＤＰＣ病院のⅠ群、Ⅱ群、Ⅲ群上位施設へのオペラマ
スター提案強化

• 内視鏡ホルダＥＭＡＲＯ販売強化

• プロダクト制度の導入、活用

 営業、開発から選抜し組織

 「新商品の開発、生産、販売を促進」

 「市場ニーズの掘り起こし」

 「製品の顧客満足度」を追求



新工場の進捗状況
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新工場の進捗状況

53期
（14.3期）

54期
（15.3期）

55期
（16.3期）

56期
（17.3期）

57期
（18.3期）

58期
（19.3期）

59期
（20.3期）

60期
（21.3期)

建 物

生産システム

機 械 設 備

新 工 場
設備投資金額

5,100 12,681 7,200 4,340 1,470

減 価 償 却 費
（ 新 工 場 の み ）

700 2,420 3,550 3,390 2,850 2,440

新工場計画

2F組み合わせ前バッファ

1F外ムルチ 1Fテーブルカバー包装機

3Fバケット部材倉庫



売上高の詳細
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オペラマスター進捗状況

売上高 ：6,620百万円（+585百万円：109.7%）

55期2Q契約件数：

新規：5件
DPC Ⅰ群病院： 1件

DPC Ⅱ群病院： 1件

DPC Ⅲ群病院： 3件

解約：3件

累計契約件数：255件

オペラマスター浸透率・手術件数（契約期別） オペラ契約病院 浸透率推移
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*契約、解約病院数は55期2Q末現在の状況

（06.3期） （08.3期） （12.3期） （16.3期）（10.3期） （14.3期）



12 55期（2016年３月期）第２四半期
売上高のポイント

 オペラマスター前年比109.7％の成長

 上期オペラマスター獲得件数：16件

（DPC Ⅰ群病院：１件 Ⅱ群病院：４件）

 ＥＭＡＲＯが８月に上市 10月末まで臨床評価

 下期に手術管理システム３件の販売予定

 ランチョンセミナーを上期で２回、今月３回実施

オペラマスター売上高推移
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メリット デメリット

 安定的な視野を確保できた

 手術を滞りなく遂行できた

 内視鏡を動かしたいときに即
時にカメラワークできた（タイ
ムラグなく操作可能）

 フットペダルの操作のため、
モニターから目線を外さなけ
ればならなかった

 一部術式で可動域が合わな
かった

ＥＭＡＲＯ使用前に説明を行い
理解を深めていただくことが重要なポイント！

ＥＭＡＲＯ臨床評価について



業績の詳細
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第55期（2016年３月期） 第２四半期
営業外、設備投資、償却 分析

第55期（2016年３月期）第２四半期
損益計算書

第55期（2016年３月期） 第２四半期
原価、販管費 分析
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単位：百万円

切捨て

15.3
54期２Q実績

16.3
55期２Q実績

前年比

金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率

売 上 高 17,237 17,652 415 102.4%

売 上 原 価 8,703 50.5% 8,982 50.9% 279 103.2%

売 上 総 利 益 8,533 49.5% 8,669 49.1% 135 101.6%

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,457 25.9% 4,286 24.3% △171 96.1%

営 業 利 益 4,075 23.6% 4,383 24.8% 307 107.6%

営 業 外 損 益 151 84 △67

経 常 利 益 4,227 24.5% 4,467 25.3% 240 105.7%

特 別 損 益 41 3 △37

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益
2,792 16.2% 3,035 17.2% 242 108.7%

Ｅ Ｐ Ｓ 177.56円 193.00円

原価率：前年比 0.4％上昇

・海外取引の際の円安影響

・たな卸資産の評価の影響

・新工場建屋取得による償却費増加

・生産性の改善

販管費：前年比 －171百万円

・人件費 -135百万円

・試験研究費 -51百万円

・減価償却費 +51百万円

営業外：84百万円（前年比：67百万円減)

・為替差益：４百万円計上（前年比：40百万円減）

設備投資：5,492百万円（前期比：4,396百万円増）

償却：1,450百万円（前期比：158百万円増)

・原価 ：943百万円（前年比：107百万円増）

・販管費 ：506百万円（前年比：51百万円増）



第55期(2016年３月期 )詳細計画
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16 第55期（2016年３月期）
主な製品の売上高増減額 原価率推移第55期（2016年３月期）損益計算書

単位：百万円

切捨て

15.3

54期実績

16.3

55期計画
前年比

金額 構成比 金額 構成比 伸額 増減率

売 上 高 35,233 37,100 1,866 105.3%

売 上 原 価 17,855 50.7% 19,760 53.3% 1,904 110.7%

売 上 総 利 益 17,378 49.3% 17,340 46.7% △38 99.8%

販売費及び一般管理費 8,872 25.2% 9,050 24.4% 177 102.0%

営 業 利 益 8,505 24.1% 8,290 22.3% △215 97.5%

営 業 外 損 益 262 130 △132

経 常 利 益 8,768 24.9% 8,420 22.7% △348 96.0%

特 別 損 益 △89 89
親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 5,659 16.1% 5,500 14.8% △159 97.2%

Ｅ Ｐ Ｓ 359.81円 349.68円
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1,866百万円

55期伸び額

-0

49.0%

50.0%

51.0%

52.0%

53.0%

54.0%

1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

49.8%

51.2%

50.3%

51.5%

50.5%

51.3%
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54期原価率：50.7%

55期原価率計画：53.3%
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第55期（2016年３月期）損益計算書 第55期（2016年３月期） 利益計画

原価率：前年比 2.6％上昇

 新工場建屋取得による償却費の増加

 海外取引による為替の影響

 生産数量増加による生産性の改善

販管費：前年比 ＋177百万円

 減価償却費 +117百万円

設備投資：8,300百万円（前期比：6,782百万円減）

 新工場投資額：7,200百万円

償却：3,429百万円（前期比：720百万円増)

 原価 ：2,360百万円（前年比：602百万円増）

 販管費 ：1,069百万円（前年比：117百万円増）

単位：百万円

切捨て

15.3

54期実績

16.3

55期計画
前年比

金額 構成比 金額 構成比 伸額 増減率

売 上 高 35,233 37,100 1,866 105.3%

売 上 原 価 17,855 50.7% 19,760 53.3% 1,904 110.7%

売 上 総 利 益 17,378 49.3% 17,340 46.7% △38 99.8%

販売費及び一般管理費 8,872 25.2% 9,050 24.4% 177 102.0%

営 業 利 益 8,505 24.1% 8,290 22.3% △215 97.5%

営 業 外 損 益 262 130 △132

経 常 利 益 8,768 24.9% 8,420 22.7% △348 96.0%

特 別 損 益 △89 89
親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 5,659 16.1% 5,500 14.8% △159 97.2%

Ｅ Ｐ Ｓ 359.81円 349.68円
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代表取締役社長 最高経営責任者（CEO） 保木 潤一

常務取締役 営業本部長 山本 幸雄

経営企画部 広報課 山下 洋


